



Study on Diary Writing for Pre-Service Practical Training in Kindergarten
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1 自由遊び 好きな遊び 5
2 先生 保育者／担任 3
3
体言止めではなく語尾
を揃える
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思われるが，養成校の授業においても映像等の手段でこ
れらの場面での子どもとの関わりのイメージを持つ努力
をし，遊びの場面での子どもの様子を観察する教材を取
り入れる検討が必要である。
更に，学生が子どもを支援する中で子どもとの関わり
方で葛藤が見られたのが，泥遊びと水遊びの場面であ
る。
＜泥遊びの場面＞
実習生の記述：「泥でなかなか遊ばない子どもに，遊
びたくなったら一緒に遊ぼうと声を掛けた」
指導教諭の指摘：「なぜそのような言葉をかけたのか」
実習生の記述：「泥で汚れることが嫌いな様子だった
ので，興味がわくまで見守ろうと思った。子ど
もの気持ちを尊重したかったからである」
指導教諭の指摘：「泥遊びをしたいというような遊び
方を実習生が示しても良いのでは」
この場面では，学生が子どもの気持ちを尊重すること
を重視し，見守りに入っているが，指導教諭からは，実
習生が積極的に動いてもいいのではないかという提案が
なされている。子どもの気持ちをどこまで尊重するの
か，見守りと関わりの境目をどこで見極めるのか，学生
が葛藤している様子がうかがわれる。
＜水遊びの場面＞
実習生の記述：「水を使いすぎないように水を貯めて
から使うように声を掛ける」
指導教諭の指摘：「なぜ水を使いすぎてはだめなのか」
実習生の記述：「水は無限にあるものではないため使
いすぎるとなくなってしまうから」
指導教諭の指摘：「水を大切に使おうという意識をも
てるような声掛けや活動ができるとよいので
は」
この場面では，学生が子どもに「～してはだめ」とう
視点で声掛けをしているため，指導教諭が子どもの目線
で関われないか提案している。「保育者・実習生の支援」
の項目の記述では，まだまだ学生が子ども目線になれて
いない様子が多々うかがえる。色々な場面で実習園の指
導教諭が学生を観察して指摘しているからこそ，学生が
徐々に子どもを理解することにつながることがよくわか
る。授業においても，学生に葛藤の場面をいかに体験さ
せるかということが課題である。
③「具体的な改善案」の項目で実習園から指摘された内
容
「具体的な改善案」の項目は，「保育者の支援・実習
生の支援」において，もっとよりよい方法があったので
は，と実習生が改善案を提案できる項目である。この項
目の記述の特徴は，学生が「もっと～すべきであった」
と後悔している記述が多いことである。更には，保育者
の支援に対しても積極的に改善案を図まで書いて提案し
ている学生もいる。この項目は，学生の積極性の育ちの
確認や創意工夫を膨らませる項目として，記述を楽しむ
ことができた学生もいるようである。しかしながら，最
も記述で差が出た項目であるとも考える。10日間にわ
たってこの項目をたくさん埋め尽くした学生もいれば，
毎日ではないが全く書き込めていない学生もいた。更に
は，指導教諭の指摘にも応えていない学生もいた。筆者
が園の指導教諭の立場であったとしても，この項目が空
白なのは寂しいと思える。「具体的な改善案」の項目は，
保育者と実習生が立場を越えて子どもたちのためにより
よい保育について考える大変画期的な項目欄であったと
いえるし，未熟な学生の改善案を受け入れ共に学ぼうと
する園の先生方の高い意識がある。改善案を空白にした
学生は，まだそこまで案が浮かばなかった可能性もある
かもしれない。授業での事後指導で，「具体的な改善案」
の項目について学生の意識を確認・検討する必要がある
と考える。
④「考察」の項目で実習園から指摘された内容
この項目では，実習園の教諭は学生の感じた気持ちを
そのまま尊重していると考える。というのは，そこまで
指摘が入っていなかったからである。日本語について文
法的な指摘は多々あったが，この項目における学生の記
述に最も園の指導教諭の指摘が多かったのは「叱る」と
いう表現に対してであった。例えば，「実習生までもが
子どもを叱ることがないように……」，「子どもを叱る際
表9 「保育者・実習生の支援」の項目で実習園から指摘
された内容の例
園の指摘箇所 実習生の訂正
危
機
管
理
（プールでの活動前の場
面で）
子どもたちに問いかけな
がら水の危険性について
話す
な
ぜ
久しぶりのプールで興奮
している子どもたちを落
ち着かせ，水の危険性に
ついて考えることで事故
を未然に防ぐため
確
認
子どもたちに必要な道具
を伝え復唱するよう声を
掛けた
な
ぜ
子ども自身がどれだけ理
解しているか確認するた
め
指
示
洋服が汚れている子ども
を保育者のところに連れ
ていき，先にシャワーで
泥を落とすことを伝える
な
ぜ
着替える作業があり，服
が汚れている子どもは他
の子どもよりも次の作業
への準備に時間がかかる
ので
褒
め
る
日付の特殊な読み方を
知っている子どもを褒め
る
な
ぜ
もっと知りたいという好
奇心を高めるため
坂 本 真由美42
には」という表現をしている学生に，園の指導教諭は
「叱っているのではない」，「表現に注意して下さい」，「注
意をしているのである」と指摘をしている。学生にとっ
ては，園の指導教諭が子どもたちに厳しい口調で何か声
掛けをした際に，「子どもを叱っている，怒っている」
と感じているのであろうか。筆者も学生達の考察を読ん
でいて感じたのが，学生達が子どもたちに嫌われること
を恐れていることである。実際に「子どもたちに嫌われ
ることのないように」という表現を使っている学生もお
り，「叱る」，「注意する」といった子どもに対する毅然
とした態度を執ることにまだ躊躇している姿がある。「本
日の考察」の項目でもう1つ園の指導教諭からの指摘が
多いのが「先生（＝実習生）も声掛けをして下さい」，「子
どもたちは先生（＝実習生）の一言で180度変わります」
といった指摘である。子どもに毅然とした態度を執る力
は，子どもたちに声を掛けていかなければ実感しないこ
となのかもしれない。多くの学生が記述していたよう
に，「子どもと積極的に関わるか，子どもを見守るか，
その見極めが大切である」というのが，求められる保育
者の専門性であることを再認識させられた実習日誌分析
であった。
6．おわりに
付属幼稚園実習日誌の園の指導教諭の指摘と学生の記
述から，今回明らかになったのは以下の5点と考える。
○正しい日本語の使用，正しい文体の使用，保育専門用
語の使用については実習指導の授業で指導を強化するこ
とで改善ができる可能性がある。このことで，少しでも
実習園の指導教諭の負担を軽減する努力を筆者と学生が
一致団結して取り組まなければならない。
○付属幼稚園での語彙の使用について一定のルールが見
えてきたので，園と連携して語彙の使用について共通
理解を更に図る。
○自然環境に関する学生の知識不足がうかがわれたた
め，学生が自然に興味・関心をもつ教材や機会を検討
する必要がある。
○保育者と子どもとの関わりにおいて「なぜそうするの
か」という疑問を更に持つように指導できるよう，指
導方法の工夫とふさわしい教材選択に取り組む必要が
ある。
○学生が子どもに対して見守りと毅然とした態度を執る
べき時の見極めについて更に学ぶ意識を持てるよう，
「葛藤」という場面について学生とともに事後指導で
考察できるよう方法を検討する。
以上の5点を中心に，筆者も実習指導の授業で意識す
るとともに，実習日誌記述指導を中心とした付属幼稚園
との指導の連携を園の先生方と共に研鑽していきたいと
考える。
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